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関西には、日本を代表する有形無形の「本物」の資源が集積。（例えば、国宝や重要文化財は、関西だけで全国の約半数を占める。）。
多様で、かつ、広域にわたって存在するこれら高品質な地域資源を、地域づくりやものづくり等へ効果的に活用していくことにより、観光や産業の活性化等の成長が期
待されることから、関西は成長への高いポテンシャルを有していると見込まれる。（例えば、「本物」活用の取組の一つである「水都大阪2009」は52日間で約190万人動
員し、経済効果約67億円。）

しかし、これら資源の活用や情報発信の取組については、地域ごと、分野ごとの縦割り・横割りとなっており、多様性、重層性、集積性を活かした相乗効果が十分に発
揮されていない。

＜現状＞

関西 全国

国宝 596 1,079

重要文化財 5,967 12,709

関西における国宝・重要文化財

関西にある「本物」の例
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各地に「本物」といえる高

 
品質の地域資源が点在

 
するが、価値を十分知ら

 
れていなかったり、地域

 
内での取組に留まり十分

 
な活用効果が発揮されて

 
いない等の状況。

「競争力の高い関西共通のテーマ」
→海外諸国及び全国に対して関西の認知度・関心度の向上を強力に推進する主力

 

コンテンツ

競争力の高い共通のテーマで複数の地域の事業や活動が
パッケージ化された一体的な取り組みをオール関西で支援

競争力の高い共通のテーマで複数の地域の事業や活動が
パッケージ化された一体的な取り組みをオール関西で支援

競争力の高い
関西共通のテーマ

関西全域を見据えた戦略

 
主体が、各地の「本物」候

 
補を活用する地域の取組

 
を応援

国内外への情報発信

価値向上への支援

本物同士の連携斡旋

関西ブランド力向上の取組の考え方と目標

＜将来像＞
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価値が知られていない資源
→

 

価値を向上し、発信する必要地域内での取組に留まっている
→

 

広域で繋ぎ合せ、支援・発信
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多様で特色ある地域資源を活用した圏域一丸の取組により、以下の効果が関西にもたらされ、わが国を牽引する文化首都圏が確立される。
①官民（企業・住民含む）が広域的に連携して地域づくりへ参加

 

②関西発の観光立国

 

③関西が優位性を持つ産業の需要増大・投資誘因

関西のブランド力向上の取組の考え方と目標

関西のブランド力向上の取組の概要と今後の進め方について
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関西関西ののブランド力向上の取組ブランド力向上の取組

 

展開イメージ及び展開イメージ及び選定テーマの一例選定テーマの一例

宇治茶（京都府）宇治茶（京都府）

千利休（堺市）千利休（堺市）

高山茶筅（生駒市）高山茶筅（生駒市）

茶室（伝統的建築技法）茶室（伝統的建築技法）

茶器（焼物）茶器（焼物）

茶菓子茶菓子

小堀遠州（長浜市）小堀遠州（長浜市）

茶道（京都市他）茶道（京都市他）

その他…

など

茶（各産地）茶（各産地）

「茶の文化」を統一テーマとして、「茶の文化」を統一テーマとして、
派生する主要な取組を繋いでブランディングを展開派生する主要な取組を繋いでブランディングを展開

黒豆茶（但馬）黒豆茶（但馬）

茶がゆ（和歌山）茶がゆ（和歌山）

煎茶道（宇治市他）煎茶道（宇治市他）

選定テーマ及び本物を核とした自発的な取り組み（例）

 

検討会資料抜粋選定テーマ及び本物を核とした自発的な取り組み（例）選定テーマ及び本物を核とした自発的な取り組み（例）

 

検討会資料抜粋検討会資料抜粋

■「本物」を核にした取り組みのストーリー■■「本物」を核にした取り組みのストーリー「本物」を核にした取り組みのストーリー

■後世に継承・活用・創造したい「本物」■■後世に継承・活用・創造したい「本物」後世に継承・活用・創造したい「本物」

「茶」～茶の文化「茶」～茶の文化

①世界に誇る質の高い茶葉を生産し、

 
②茶を活かした商品・サービスの開発・提供し、

③茶の文化に関する建物や技術・工芸品等を継承し、

④「茶の文化＝関西」を国内外に発信する

茶は日本国民にとって最も親しまれている食物の一つであり、古くからわが国

 
の生活に深く根ざしている。茶を中心にわが国独特のたしなみや作法が蓄積

 
され、もてなしの文化が形成されてきた。その茶の文化の中心がまさに関西で

 
あり、もてなしとともに、茶を取り巻く多様な技術・商品・サービスなどを後世に

 
継承し国内外に発信する。

■「本物」が有する競争力の高いテーマ性■■「本物」が有する競争力の高いテーマ性「本物」が有する競争力の高いテーマ性

琵琶湖（滋賀）琵琶湖（滋賀）

その他…
など

「水」と生きるまち・関西を統一テーマとして、「水」と生きるまち・関西を統一テーマとして、
派生する主要な取組を繋いでブランディングを展開派生する主要な取組を繋いでブランディングを展開

川端（高島）川端（高島）

水郷（近江八幡）水郷（近江八幡）

疎水（京都）疎水（京都）

淀川水系（広域）淀川水系（広域）

水都（大阪）水都（大阪）

川床（京都）川床（京都）

大阪湾ベイエリア（広域）大阪湾ベイエリア（広域）

舟屋群（伊根）舟屋群（伊根）

良質な水を生かした産業（酒蔵・蒸留所）良質な水を生かした産業（酒蔵・蒸留所）

水質を浄化する技術水質を浄化する技術

棚田（明日香村）棚田（明日香村）

ため池（兵庫県）ため池（兵庫県）

■「本物」を核にした取り組みのストーリー■■「本物」を核にした取り組みのストーリー「本物」を核にした取り組みのストーリー

■後世に継承・活用・創造したい「本物」■■後世に継承・活用・創造したい「本物」後世に継承・活用・創造したい「本物」

「水」～水と生きるまち・関西「水」～水と生きるまち・関西

①水を良好な状態に保ち（戻し）し、

②水と生きる知恵を新たに創造しながら次世代に引き継ぎ、

③水と生きるまち・関西の姿を広く発信する

■「本物」が有する競争力の高いテーマ性■■「本物」が有する競争力の高いテーマ性「本物」が有する競争力の高いテーマ性

関西は遥か昔から「水」と密接な関わりを持ちながら生活してきた。関西におけ

 
る「水」は、日常生活に欠かせないものであると同時に、神話の場・祈りの対象

 
であったり、重要な舟運の路であったり、電力供給の源、産業の源、豊かな生

 
活のアメニティ、コミュニティの媒体であったり、実に多様な関わりがある。これら

 
の水と生きる経験や知恵を含めて、水と生きるまちの姿を良好なかたちで後世

 
に伝えることが使命である。

２
関西各地に存在する「本物」の資源を活かした地域づくりやものづくり等に関する多様な取組について、特定のテーマ毎に一括りにし、そのテーマに沿った連携事業・情
報発信・イベントなどの取組を、関西が一丸となって、テーマ毎に年次を定めて順次行っていく取組（「関西文化年(仮称）」）を展開するとともに、これを契機とした「本物」
の資源を活用する取組の気運の向上や地域づくりを一層進め、圏域全体の魅力向上が図られる圏域を目指す。



関西のブランド力向上の取組の実施に向けた今後の進め方

平成21年度「関西のブランド力向上に向けた検討会」の構成機関
（広域地方計画協議会構成機関のうち、本プロジェクト推進に関
する機関）と同じ。（関係する府県、政令市、経済団体、国の出先
機関等）

平成２１年度 ｢関西のブランド力向上に向けた検討会｣において検討された取組を平成２３年度以降、モデル的に実施
することとし、平成２２年度はその準備を行う。

上記１の取組を推進するため、 「関西のブランド力向上推進のための準備会」を近畿圏広域地方計画協議会幹事会に置く
構成員は、「関西のブランド力向上に関する検討会」の構成機関とする。

２．モデル実施の体制２．モデル実施の体制

■

 

体制イメージ図■

 

体制イメージ図

１．関西のブランド力向上の取組についてモデル実施の予定１．関西のブランド力向上の取組についてモデル実施の予定

近畿圏広域地方計画協議会

幹 事 会

関西のブランド力向上推進のための準備会関西のブランド力向上推進のための準備会

構成機関構成機関

関西のブランド力向上の取組の本格実施へ向けた詳細検討

その一環としてモデル実施

３


